
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                                  校 長 青 木 俊 哉 

 

５月２５日、本校第４３回運動会が終了しました。保護者・地域の皆様には、多数のご来場を賜り、あ

りがとうございました。数日前から一気に気温が上がり、日本列島中が猛暑に包まれる中で迎えた当日で

したが、大きな事故やケガもなく無事終えることができ、ホッとしております。関わってくださった皆様

への感謝の思いを、三点にまとめて記します。 

 

① 来場への感謝!…〆切時点での入校証の申込が４３５、家庭数配布の名札、来賓や旧職員を加え８００

名近い方がご来校いただいたと聞いています。当日朝も、開門時刻前から東門前の道路には長い行列

ができ、皆様の期待の大きさを実感できました。身近な大人の拍手や声援は、子供たちにとって何よ

りの励みになります。まさに“頑張るエネルギーの源”でした。また、シートでの場所の確保も整然

と行われ、場所取りや撮影での争い事もなく見ていただくことができました。ありがとうございます! 

② 支援への感謝!!…数日前からぐんぐんと気温が上昇し、暑さ対策が急務となっておりました。その時

点でのテントの購入や日陰の新設は難しく、休憩時間の設定や昼食時の校舎の開放、ミストの増設、

個々に取れる給水・着帽・タオルの使用などの徹底…が、学校でできる対策であり、考えられること

は全て行うことにしました。昼食時に教室を開放する関係で教員の動きも従来とは変わり、これまで

教員が昼食時に行っていた撒水やライン引きの人手が足りなくなりました。ラインは、時間差をつけ

て教員が対応しましたが、この水撒きにご協力いただいたのが、PTAの役員を始めとするボランティ

アの皆様でした。急なお願いにもかかわらず、快くお引き受けいただき、暑い中じょうろを手に何度

も往復してくださいました。また、昨年に引き続き、ソフトボールチーム（橋戸ファイターズ）の皆

様には、駐輪場整備や場内の巡回をお手伝いいただき、助かりました。皆様、ありがとうございます!! 

③ 頑張った子供たちに感謝!!!…昔と違い練習期間も短く、限られた時間の中での準備、練習になります

が、一人一人が前向きに取り組み、練習のねらいをしっかりとつかみ、練習期間の後半徐々に暑さが

増す中、とにかく頑張っていました。朝会などで何度も話してきた「よい結果は、よい準備から」を、

日々の取組を通して実行してくれた子供たちです。体力、技能、協調性や友達との関係、話の聞き方

や練習に臨む態度…など、練習開始前と比べ確実に成長が感じられます。また、係活動を通して裏方

としての役割をしっかり果たした高学年の子供たちは、責任をもって働くことの大切さや集団のため

に力を発揮することのやり甲斐を感じ取ってくれたはずです。全校の皆さん、ありがとうございます!!! 

 

予め三点と断っておきながら、ここまで書いてくるとどうしても伝えておきたい“感謝”の対象がまだ

まだあることに気づきました。まだスペースも残っていますので、二つ付け加えさせてください。 

本校の教職員への感謝…公の文書で身内を褒めるのは若干気が引けるのですが、敢えて一言。限られた

練習期間の有効活用、２学年４名の担任での日常的な情報共有と計画的な指導、そして、本番二日前、暑

さ対策の具体化が必要となり、自主的に集まって考えられることを全て洗い出し手を打った「体育的行事

委員会」の動き、家庭への連絡文書やメール配信に向けた段取りも前日に整え、当日は“すべての力を子

供たちのために”向けることができました。ありがとう！ 

そして、最後に…。当日が“暑すぎた”とはいえ、３週間の練習期間中に雨が降ったのはわずか１日、

順調に練習を進めさせてくれたこと、また一切雨が降ることを心配せずに当日の朝を迎えられたこと、 

お天道様にも感謝です。ありがとう！ 

 

大きな学校行事を終了し、保護者・地域の支えを実感できたことを嬉しく思います。 

皆様、本当にありがとうございました。次の行事も、よろしくお願いいたします。 

感謝! 感謝!! 感謝!!! 

   http://www.hashido-e.nerima-tky.ed.jp/ 
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